
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
い
る
。

今
回
は
県
内
外
か
ら
中

学
生
の
部
１
２
３
４
点
、

高
校
生
の
部
２
０
５
９

し
ま
う
人
が
世
界
に
は
た

く
さ
ん
い
る
」
と
戒
め
る

消
防
士
の
父
親
の
教
え
に

学
び
、
「
一
人
一
人
に
侭
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の
山
田
優
希
さ
ん
、
一
般

の
部
で
瀬
戸
内
町
の
若
林

京
子
さ
ん
も
選
ば
れ
た
。

「
五
体
不
満
星
の
著

者
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ

ー
の
乙
武
洋
匡
氏
が
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず

に
」
と
題
し
て
記
念
講
演

し
た
。

本
選
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
し
た
。

中
学
生
の
部
の
山
田
さ

ん
は
「
命
の
大
切
さ
」
の

２
次
審
査
ま
で
進
ん
だ

公
募
房
中
か
ら
、
入
選

者
に
中
学
生
の
部
で
和
泊

町
立
城
ケ
丘
中
学
校
３
年

「
あ
し
た
い
の
ち

か
が
や
け
」
を
テ
ー
マ
に

す
る
同
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
旧
知
覧
町
時
代

の
１
９
９
０
年
に
始
ま
つ

た
。
中
・
高
生
か
ら
一
般

ま
で
「
命
の
尊
さ
・
平
和

の
大
切
さ
」
を
題
材
に
し

た
作
品
を
公
募
し
、
平
和

和へのメッセージfrom知覧
⑬

平山
田
さ
ん
（
癖
）
田
中
さ
ん
（
蕊
）
が
優
秀
賞

【鹿児島総局】南九州市市制施行5周年記念
｢平和へのメッセージfrom知覧～第23回スピ
ーチコンテスト」(南九州市主催)は15日､同市
の知覧文化会館で開かれ､奄美から出場した
中学生の部の山田杏優さん(12)＝和泊町立城
ケ丘中学校1年＝と高校生の部の田中由紀さ
ん(15)＝瀬戸内町､県立古仁屋高校1年＝がと
もに優秀賞を受賞した。

の

し
く
接
し
て
一
人
で
も
多

く
の
人
に
幸
せ
に
な
っ
て

も
ら
う
。
こ
の
一
瞬
一
瞬

を
大
切
に
生
き
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

‐
高
校
生
の
部
の
田
中
さ

ん
は
、
事
故
に
遭
い
、
幼

く
し
て
亡
く
な
っ
た
妹
が

残
し
て
く
れ
た
「
命
の
尊

さ
」
と
い
う
教
訓
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
た
。
「
一
つ

の
命
が
消
え
る
と
い
う
こ

と
が
、
残
さ
れ
た
人
た
ち

に
想
像
以
上
の
悲
し
み
と

苦
し
み
を
残
す
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
」
と
述
べ
、

『
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い

な
い
命
を
大
切
に
し
て
』

と
い
う
妹
の
魂
の
叫
び
を

分
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。

最
優
秀
賞
は
、
小
酒
史

織
さ
ん
（
鹿
児
島
玉
龍
中

３
年
）
、
木
田
夕
菜
さ
ん

（
鹿
児
島
玉
龍
高
１
年
）
、

長
坂
隆
雄
さ
ん
（
無
職
、

千
葉
県
船
橋
市
）
の
３
人

で
、
い
ず
れ
も
戦
争
の
悲

一
淋
匿
化
拝
Ⅷ
極
吠
切
さ
を

り
、
昨
年
を
記
点
上
回
っ

た
。
中
学
生
ｌ
一
般
の
部

で
１
．
２
次
の
審
査
を
通

過
し
た
哩
歳
か
ら
鑓
歳
ま

で
の
各
４
人
の
計
吃
人
が

点
、
一
般
の
部
１
３
４
点
、

南
九
州
市
内
対
象
の
小
学

生
の
部
５
５
２
点
の
計
３

９
７
９
点
の
応
募
が
あ

南九州市

「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
知
覧
～
第
謁
回
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
（
左
か
ら
）
山
田
さ
ん
、
田
中
さ
ん

Ⅱ
晦
日
、
南
九
州
市
知
覧
町
郡

さ
訴
え
る

題
で
発
表
。
「
殺
す
」
や

「
死
ね
」
な
ど
命
を
大
切

に
し
な
い
言
葉
を
使
う
子

ど
も
た
ち
に
対
し
、
「
死

に
た
く
な
く
て
も
死
ん
で


